
864 CHEMOTHERAPY JUNE 1973

グ ラム陽1生菌お よび一部 の陰 性菌に よる尿 路感染症に対す る

SF - 837(ミ デカマ イシ ン)の 使用経験
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神戸大学医学部泌尿器科学教室

(主任 : 石神裏次教授)

は じ め に

明 治 製 菓 中央 研 究 所 に お い て 研 究 開 発 され たSF - 837

は,広 島 県 尾 道 市 の土 壌 か ら分 離 され たStrePtomsces my -

carefaciens nov. sp. に よつ て 生 産 され る新 マ ク ロ ラ イ ド

系 抗 生 物 質 の1つ で あ る。

我 々 は,SF - 837の 血 中 濃 度,尿 中排 泄 率 を 検 討 す る

と と もに,グ ラム 陽 性 菌 お よび 一 部 の 陰 性菌 に よ る尿 路

感 染 症 例 に試 用 し,そ の 効 果 を検 討 し た の で 報 告 す る。

血 中濃 度 お よ び 尿 中 排 泄 率

SF - 8371g経 口投 与 後 の 血 中 濃 度 お よび 尿 中排 泄 率 を

pH7.4のHeart infuslon agarを 培 地 と し,検 定 菌 に

はSarcina lutea ATCC9341株 を 用 い,Standard曲 線

はpH8.O Buffer希 釈 で,薄 層 平 板 カ ッ プ法 を 用 い て

測 定 した 。

健 康 成 人3例 にSF - 8371,000mg経 口投 与 後 の 血 中 濃

度 は,図1に 示 す よ うに, 1時 間 後 に ピー クを 示 し,平 均

180mcg / mlで, 2時 間後 で は0. 87mcg/ml, 4時 間 後

で0.33mcg / mlで,そ の後6時 間,8時 間 で は 検 出 で

きな か つ た 。

い つ ぼ う,健 康 成 人2例 に そ れ ぞ れSF - 8371, 000mg

経 口投 与 後 の尿 中排 泄 率 は8時 間 ま で に2.1%お よ び

1.6%で 平 均1.9%で あ つ た 。

臨 床 成 績

昭和46年4月 から昭和46年8月 までに神戸大学医

学部付属病院泌尿器科を訪れた外来および入院患者およ

び関連病院における尿路感染症患者の うち,グ ラム陽性

および一部の陰性菌による尿路感染症患者を対象とし,

合併症を伴なわない単純な尿路感染症22例,合 併症菌

を伴なつた複雑な尿路感染症8例 の計30例 に使用 した。

投与方法はSF - 8371日400mg ～1 , 600mgを2 ～4

回に分服,投 与 日数は最低3日,最 高19日 使用 した。

総投与量は最低2,000mg,最 高16,8COmg使 用 した0

効果判定は従来当教室で使用している次のような判定

基準 に従がつた。

著効 : 自覚症状および尿中菌の消失したもの

有効 : 自覚症状および尿中菌の消失のいずれかを認め

たもの

無効 : 自覚症状および他自覚的所見の改善し得なかつ

たもの

臨床成績は表1,表2に 示す。

淋菌性尿道炎9例,単 純性尿道炎9例,出 血性膀胱炎

2例,慢 性膀胱炎1例,前 立腺炎1例 の計22例 の単純な

尿路感染症例中,著 効10例,有 効7例,無 効5例 で有効率

77.3%,ま た合併症を伴なつた腎盂炎4例,膀 胱炎4例

の計8例 の複雑な尿路感染症例中,著 効2例,有 効1例,

無効5例 で有効率37.5%で,単 純な尿路感染症例および

図 1 SF - 837経 口投 与 後 の血 中 濃 度
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表 1 単 純 な 尿

表 2 複 雑 な 尿
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複雑な尿路感染症例合わせて30例 中では著効12例,

有効8例,無 効10例 で有効率66.7%の 成績を得た。

副 作 用

臨床使用症例30例,血 中濃度測定例3例 において注

意深 く観察したが,特 記すべ きものを認めなかつた。

考 按

尿路感染症はグラム陰性菌の占める割合が大 で あ る

が,グ ラム陽性菌およびグラム陰性,陽 性菌の混合感染症

も尿路感染症の約20～30%に 認め られ,多 剤耐性球菌b

感染症 も時に認められ,こ れらの治療にはPeniclllinを

始 めとして, Erythromycin, Oleandomycin, Spiramy-

cin, Carbomycin, Josamycin等 の マクロライ ド系抗生

剤が開発され,現 在までに数多 くのす ぐれた臨床成績が

報告 されている。

今回,新 しく明治製菓中央研究所で開発されたSF - 837

は広島県尾道市の土壌か ら分離されたStreptomyces myca-

rofaciens nov. sp. によつて生産された マクロライ ド系の

新抗生物質で,従 来のマクロライ ド系のうちJM, Kita -

samycInと ほぼ同例のものであり,本 例が国産である点

に興味が持たれる。

本剤はすでに国内において数回の研究会,第18回 日

本化学会東 日本支部総会および第20回 日本伝染病学会

東 日本地方会総会の合同学会新薬シンポジウムで検討さ

れた。

私達も多 くの尿路感染症に対してSf837を 投 与する

機会を得た。Sf837の 疾患別治療効果は,表3に 示す。

単純な尿路感染症群では22例 に使用 し,著 効10例,

有効7例,無 効5例 で有効率77.3%の 結 果を得た。 こ

の うち無効例5例 はすべて淋菌性尿道炎に対 す る症例

で,淋 菌性尿道炎を除外すれば13例 で症例数が少ないた

め,こ の成績をもつて治療効果を云 々することはできな

いが,全 例著効,有 効を示し,従 来のマク灘ライ ドよりや

や良好な結果を得た。淋菌に関しては9例 中著効3例,

有効1例 と半数以上が無効を示した点は,岩 本 が 第18

回化学療法学会東 日本支部総会新薬シンポジウムの席上

で全国数ヵ所の研究機関から集めた22例 の淋菌性尿道

炎に27. 2%と 低 い有効率を示したのと一致 してお り,

EMに 比 し demeritと 思われるが,本 物質だけのもの

でな く,類 似物質について共通した点である。

いつぼ う,複 雑な尿路感染症群では例に使用し,著 効

2例,有 効1例 を認めただけで半数以上の5例 は無効例

であつた。 単純 お よび 複雑な尿路感染の両群合わせて

30例 中有効率66.7%は,岩 本が新薬シンポジウムで集

計した尿路感染症94例 中著効27例,有 効25例,無

効39例,不 明3例 の有効率57.1%よ りやや良い結果

を得ている。

起因別治療効果は,表4に 示す。

ブ球菌による尿路感染症には15例 に使用して著効7

例,有 効6例,無 効2例,有 効率86.7%と かな りブ球

菌尿路感染症に対 しては期待が持たれるのではないか と

考える。少数ではあるがStreptococcus faecalisに よる尿路

感染症4例 では著効1例,有 効1例,無 効2例 で有効率

50%で あつた。また,淋 菌による尿感染症では先述のと

お り9例 中著効3例,有 効1例,無 効5例 で有効率44・4%

と不良であつた。尿路感染症の効果を云々する場合,有

効率は著効例,有 効例を含めてのパーセンテージである

ため,例 えば,尿 中細菌の消失は認めな くても自覚症状の

消失した場合有効例とな り有効率は上昇する。それ故私

達は真の意味での有効率は菌の消失を認めた症例数で表

表 3 SF - 837の 疾患別治療効果

表 4 SF - 837の 起因菌別治療効果
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わす必要があると思つている。そ ういつた点から菌の消

失率を検討してみた。単純な尿路感染症群で菌消失を認

めた症例は22例 中13例 で,59.1%で あつた。また,

複 雑な尿路感染症群では8例 中3例 で37.5%で,両 群

合わせて30例 中16例 で53.3%で あつた。

1日 投与量と治療効果との関係は,表5に 示す。菌の

種類および宿主側の条件によるほうが大であるためか,

投 与量と治療効果 との問には関連性をみいだすことはで

きなかつた。

血中濃度,尿 中排泄率は加藤が集計した新薬シンポジ

ウムで発表した平均値とほぼ一致 している。

副作用に関 しては動物実験において本剤の毒性の極め

て少ないことが証明されている。私達の経験した臨床使

用症例30例,血 中濃度1測定症例3例 の計33例 につい

ては特記すべ きものは認めなかつた。

結 語

1) 臨床使用成績

単純な尿路感染症群22例 に使用し著効10例,有 効

7例,無 効5例,有 効率77.3%,複 雑 な尿路感染症群

8例 中著効2例,有 効1例,無 効5例,有 効率37.5%

の成績を得た。両群合わせて30例 中著効12例,有 効

8例,無 効10例,有 効率66.7%の 成績を得た。

2) 血 中濃度

Sf837191回 経 口投与後 の血中濃度の ピークは1

時 間後にあ り1.80mcg / mlで, 6時 間 以後では認めら

れなかつた。

3) 尿中排泄率

SF - 837191回 経 口投与後8時 間で1.9%の 尿中回

収率を得た0

4) 副作用

特記すべ きものを認めなかつた。
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THE CLINICAL EXPERIENCE WITH SF-837 (MYDECAMYCIN) 
IN THE URINARY TRACT INFECTIONS DUE TO 

GRAM-POSITIVE BACTERIA AND SOME 
GRAM-NEGATIVE BACTERIA 
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Department of Urology, Faculty of Medicine, Kobe University 

(Chief: Prof. Joji ISHIGAMI)

Abstract 
The blood concentration and the excretion ratio in urine were measured with SF-837, a new macro-

lide antibiotic, and the antibiotic was applied to the cases of urinary tract infections due to Gram-

positive bacteria and some Gram-negative bacteria to investigate the effects. 
1) One g of SF-837 was administered orally to 3 healthy adults, and the blood concentration reached 

the peak (0.5-2.5 mcg/ml) after 1 hour, and it was unmeasured after 6 hours. 
One g of SF-837 was administered orally to 2 healthy adults, and the drug was recovered at the 

cumulative excretion ratio in urine of 1.6-2.1% within 8 hours. 
2) SF-837 was administered orally at the dose of 400-1,200 mg/day for 3-19 days to 22 cases of 

simple urinary tract infection and 8 cases of complicated urinary tract infection, totalling 30 cases. 
The results obtained were remarkably effective in 12 cases, effective in 8 cases, and ineffective in 10 
cases, effective ratio being thus 76.6%. 

The clinical effects of the antibiotic were investigated by classifying by causative bacteria. The effec-
tive ratio was 86.7% in 15 cases of Staphylococcal infection, 50% in 5 cases of the infection due to Strepto-
coccus faecalis, and 44.4% in 9 cases of Gonococcal urethritis. The effect of SF-837 may be expected 
thus especially for the urinary tract infection due to Staphylococcus. 

No remarkable side effect was observed with the antibiotic throughout all the cases.


